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	【研究の背景と課題】
	魚類の成長に伴う移動や餌の変化などの生活環の解明は、生態学や水産学の分野における重要なテーマです。そうした基礎的な知見がわかれば、水産資源の保護や活用にも役立ちます。
	そこで、タグやラベルをつけた魚類の個体を放流して再捕獲し調べる方法や、小型の発信機をつけて追跡するテレメトリー法、魚の耳の耳石※3に含まれる各種元素の解析により復元推定する方法などがこれまでに試され、魚類のさまざまな移動履歴が明らかにされてきました。近年では、ヒラメが属する「硬骨魚類」については、脊髄を形作る椎体（脊椎骨椎体）に見られる年輪状の構造に着目し、含まれるコラーゲンを構成する各種元素の安定同位体比を成長に沿って測定して、個体ごとに過去の生活履歴を復元する手法が開発されています。生物の組織...
	このように、脊椎骨椎体を用いた安定同位体による測定法の精緻化や、さまざまな魚種への応用が期待されてきました。
	魚の中でも、高級魚の一種、ヒラメは、孵化後１ヶ月程度の浮遊仔魚期を経た後に、成魚と同じ扁平な体型に変化して海底での着底生活に入ります。稚魚期には波打ち際など浅い海域で成長しますが、仙台湾では生後６か月から１年ほど経つと、より水深の深い沖合へと移動、定着し、そのタイミングは生後６か月から１年の間でばらつきがあることが知られていました。しかし、その生活環の全貌は完全には明らかになっていません。
	そこで本研究では、仙台湾に生息するヒラメを対象とし、成長に応じた移動や餌の変化が個体によってどのように異なるのかを、脊椎骨椎体を用いた安定同位体による測定法により個体単位で詳細に明らかにすることを目指しました。
	地球研を中心とした研究グループは、まず、仙台湾内のさまざまな地点（図１）で、ヒラメ成魚（３～４歳魚）を捕獲しました。そして、椎体先端のごくわずかな部位に記録されている稚魚～幼魚期の履歴を解析できるよう、歯科用のドリルや歯石除去用の超音波スケーラーを用いて脊椎骨を精緻に削り、椎体のみを取り出しました。さらに、耳石の同心円状の模様（輪紋）  を観察してその個体の年齢を判別したのち、椎体表面にも見られる輪紋の幅に合わせて、１分画がおよそ２か月相当の厚さになるように分割しました（図２）。それぞれの分画に...
	安定同位体比に加え、餌の種類や生息場所をより精密に知るために「アミノ酸態窒素」の安定同位体比※4を測定しました。
	本研究は、科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業 CREST（PMJCR13A3）、水産庁 我が国周辺水産資源調査・評価等推進委託事業、および日本学術振興会 科学研究費助成事業（16H02524）による助成のもと、総合地球環境学研究所および水産・研究教育機構の主導によって進められました。
	【問い合わせ先】


